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課題名
１８二条大麦の新品種育成

大.粒の霞適用二条大麦系統『九州二条１１号」の育成

分
類

③

試験研

究年次

５６～１年

Ｉ目的うどんこ病抵抗性で大粒の限造用二条大麦品種を育成する．
0 ＄■■P■●

Ⅱ賦験方法

ｌ交配

（１）組み合わせ大系Ｈ804/SpartanF1//樋系157

（２）育種目標大系H804の高醜造品質特にシ・ｱｽﾀｰｾﾞｶ SPartanのうどんこ病抵抗性

樹系157の縞萎繍病抵抗性を組み合わせた．０

２育成経過

（１）交配年：昭和57年春

（２）交配喝所：福岡農賦

（３）賦験経過：

57年度世代促進

F1を１１月末温室に描種し、２月末に収穫

F2を３月中旬温室に播種し、５月末に収穫

58年度Ｆ３を圃喝で果団養成

59年度Ｆ4集団から900葛を秘選抜

60年度Ｆ5穂系統を縞萎網病発生現地圃喝に播種し７９系統を選抜

61年度系統及び個体選抜試験．１４系統を選抜.

62年度生産力検定予備試験（筑系７７４１）

63年度同上 特性検定試験

元年度系統比較賦験（吉系２８）

世代平成元年度でＦ９

麦芽品質検定

特性検定減験，系統適応性検定試験

ｍ主要成果の概要

子実の外観がやや劣るが，大粒

ル大麦を育成した．

多収で，うどんこ滴に強く，麦芽品質が非常に良いビー

Ⅳ主要成果の具体的データ．

第１表特検系適試験結果

雪雲赤かび病＝縞萎繍病うどんこ病＝=＝＝＝系適＊＊＝=＝雪＝=言＝＝

品種名鹿児高九農梱山農研長（上段.：標準比％下段：子実重kg/ａ）

島知試＊木口センター崎大隅宮崎佐賀漣島山口

九州二条１１号極強極強５０．６極強極強極強無１１２×９００９７０１０７０１１１０

あまぎ二乗極強極強２４．４弱弱弱多３１．０３７．６ 3７．２３８．０５０．４

注）①＊り病穎花率(x)、＊*比較品種は大隅はるな二条、惚島ﾆｼﾉｺﾞｰﾙﾄ

②平成元年度の賦験結果

？



第２表生育鯛査

系統名出穂成熟穏穂種倒赤かうど縞萎

期期長長数伏び病んこ病繍病

月日月日ｃ日ｃ■本／㎡

九州二条１１号４．９５．２３９０６．３５２７少無無極強

あまぎ二条４．８５．２３９０６．７４”微微少弱

ﾆｼﾉｺ･-ﾙﾄ′４．７５．２０９０６．３４８２微微多．極強

注）昭和６３～平成元年の平均値

第３表収穫物調査

系統名収量楓準リットル千粒整粒子実検査

比率重重歩合外観等級

kg/10ａ％ｇｇ％

九州二条１１号５０７１２６６６８４７．５８２中下等外上～規格外

あまぎ二条４０６１００６７７４０．９７５中中等外上

ﾆｼﾉｺﾞｰﾙﾄﾞ３５６８８６６０３８．９６４中中等外上

注）昭和６３～平成元年の平均値

第４表麦芽品質

エキス麦芽可溶コールシ・ｱｽﾀｰｾﾞｶ愚終総合楓準概

品種名擬水物収量窒衆性室累ハ・ﾂﾊ数ＷＫｗＫ/ＴＮ発酵度解点との蕊評

％ ％％％％％

九州二条１１号８３．７７８．７１．５５０．８４５４．０２５１．１６１８４．８６９．４１５．９○

あまぎ二条８１．１７５．８１．４１０．７４５２．２１８２１２９８５．１５３．５０．０比較

ﾆｼﾉｺ'一ﾙﾄﾞ８３．５７８．１１．４９０．８０５３．４１９１１２７８５．３６４．５１０．９○

注）昭和６２－６３年度材料の平均．樹木農試分析

Ｖ成果の評価と取扱上の留窓点

現在のビール大麦の主要品穏であるあまぎ二条やニシノゴールドの整粒歩合低下の欠点

を本系統は補うことができるので、本系統の導入でビール大麦の安定生産に寄与しうる．

Ⅵ今後の研究上の問題点

合同品種比較試験や各県の奨励品種決定調査で賦験を継続する．

Ⅶ資料名昭和56-平成元年度福岡県農業総合賦験場農童研究所二条大麦育圃試験成纏書
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